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アジェンダ
• 予測分析スコアリリースの背景とDerwent 

Innovationの価値
• Derwent ビジネスの投資
• 2019年～2020年4月アップデートサマリー
• 予測分析
• 監視レコードの機能強化
• 今後の予定
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リリースの背景：

従来のグローバルの視点の特許調査、競合の動向分析はもとより、イノベーション創出、オープンイノベーション、新事業の提案、
M&Aの候補先探索など企業の経営課題に応えるためのグローバルな活動が知的財産部に求められてきています。そしてその活
動のアウトプットは、限られたリソースと時間内で行わなければならず、客観的な数値を示して、必ずしも知財に詳しくない方（経
営層、上層部、事業部、R&D）にも報告・共有される。

知財の専門家は特許一つ一つの価値を精査することができるが、グローバル規模となると膨大な件数の特許を処理しきれないの
で、効率的に処理するために、様々な工夫をする。

Derwent Innovationでグローバルの膨大な特許情報を効率的に処理するコンテンツ・手段：

DWPIタイトル・抄録・ファミリー：効率的に精査する。効率的に分析する。

有効・無効、関連性：優先順位を付けて、時間配分を調整する。

被引用数、予測分析スコア：優先順位を付けて、時間配分を調整する。自社と他社を時間を掛けずに比較する。

予測分析スコアリリースの背景とDerwent Innovationの価値

3

知財関係者の声：
「特許価値を自分自身で計算する場合のコストや非効率性を省い
て、データを迅速に分析し、整理し、把握したい」



Derwent ビジネスの投資フォーカス
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DWPIとフルテキスト等を含むコンテ
ンツの大幅な拡大及び開発による
強化及びデータ品質の向上

最先端技術を有するクラウド環境の
整備、AI等データサイエンス技術の
開発により進化した検索・分析機能
の開発

ユーザー体験の改善を反映した
全面的な再設計と改良
(New UI/UX基礎開発)

専門家・専門知識とアプリケー
ションの融合によるサービス



最高クラスのデータと最新のデータサイエンス技術を組み合わせて、ユニークで実用的なデータを生成します。予測分析は、150を超える主要な入
力変数から、機械学習に基づいて情報を取得して6つのユニークな指標を作成します 。

予測分析：概要
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 価値指標：

– 「技術分野での重要度」：技術領域における、特許公報の相対的な重要度。

– 「戦略的重要性」：企業における、特許公報の相対的な重要度。

– 「総合特許インパクト」：Clarivateの様々なスコアを組み合わせた、特許公報の総合的な重要性。

 イベント予測指標：

– 「登録の可能性」：特許出願が登録される可能性。公開特許の指標。

– 「早期失効の可能性」：特許が早期に失効する可能性。登録特許の指標。

– 「失効後の回復の可能性」：失効した特許がグレースピリオドの期間に回復する可能性。失効した
登録特許の指標。

レコード表示に予測分析のスコアは様々な色で表示
されます。 色は、スコアの範囲によって異なります。
1-33：赤| 34-65：オレンジ| 66-100：緑
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 数値のノーマライズ (正規化)
予測分析の指標は、データベース全体のスコアを正規化して、100ポイントのスケールを使用します。これにより、様々な技術分野間の比較が可能になります。
スコアは相対的な強さを示します。

 ご利用場面

 価値指標は、特許調査（先行技術調査、FTO調査など）において重要な特許に注目してレビューするための優先順位付けに役立ちます。また、
特許分析（自社特許と他社特許のポートフォリオ比較など）において、重要な特許の客観的な評価指標として活用できます。

 イベント予測指標は、ビジネスに影響を与える可能性のある競合他社の特許に発生する可能性のあるイベント（登録、失効、失効後の回復）を
予測するのに役立ちます。たとえば、FTO調査において、登録される可能性が高い出願や早期に失効する可能性の高い特許を把握することで、事
業を進める余地の確認に繋がります。

 指標の詳細
予測分析の指標は、特許の重要性と将来のイベント発生に影響を与える観点を反映する、下記カテゴリーの中から150を超える入力変数を使用した機械
学習手法に依存しています。
 カテゴリー

・ 訴訟 ・ アップ/ダウンストリームの出願 ・ 法的状況 ・ 特許テキスト
・ 引用 ・ テクノロジーエリア (分類) ・ 出願タイプ ・ ファミリー/出願の幅 ・ 関係者

 表示：検索結果、レコード表示（IDログイン時、IP認証ログイン環境）
 エクスポート：可

予測分析：概要
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指標の計算に使用されるアルゴリズムは独自のものであり、使用される正確な変数とそれらの変数がスコアに与える影響度の両方を考慮しています。
ここでは、各カテゴリに関して一般的な説明をまとめています。

予測分析：指標の詳細
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訴訟
 この特許または類似の過去の特許における訴訟活動は何か。

 アップ/ダウンストリームの出願：
 この特許または類似の過去の特許において、アップストリーム（過
去の特許から継続、一部継続出願）があったか。

 この特許または類似の過去の特許において、ダウンストリーム（こ
の特許で、新規ファミリーメンバー、子出願、分割出願、継続出
願）があるか。

法的状況
 この特許の法的状況イベントのパターンは何か。
過去の特許の法的状況イベントのパターンが、どのような将来のイ
ベントの可能性を示唆するか。

特許テキスト
特許のテキスト（例、請求項内）にどのような識別可能なパター
ンがあるか。

引用
 この特許の引用情報（引用/被引用）にどのような識別可
能なパターンがあるか。

引用情報のどの点で引用を区別できるか（他の引用と比較
してインパクトのある引用はどれか？）

 テクノロジーエリア（分類）
異なる技術分類における、特許と特許出願人の特異な典型
的な挙動は何か。

ある産業は他の産業と比べて、どのように特徴的に振舞うか。
出願タイプ

他のタイプと比べて、典型的な挙動は何か。（タイプ：特許、
デザイン、実用新案など）

 ファミリー・出願の幅
特許の重要性や出願人の挙動について、パテントファミリーの
構造や出願地域が何を示唆するか。

関係者
関係者の組み合わせやその変化が特許のライフスパンにどん
な効果を与えるか。



価値指標スコアの例：
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参考情報
公報発行年：2018年
出願人：Google
継続出願
DWPIファミリー：8カ国、登録特許７

参考情報
公報発行年：2018年
出願人：Roche
DWPIファミリー：17カ国
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DWPIタイトル：
電子デバイスにおけるレーダーベースのジェスチャー感知およびデータ送信のためのコンピューター実装方法は、ジェスチャーに基づいてエン
ティティの制御に関する選択を決定し、制御を引き起こすのに有効なエンティティに選択を渡すことを含む

DWPIタイトル：
新しいヘテロシクリル誘導体は、緑内障を含む眼の状態の治療または予防に役立つオートタキシン阻害剤



価値指標スコアの例：
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参考情報
公報発行年：2017年
出願人：Google
継続出願
被引用：77

参考情報
公報発行年：2018年
出願人：Roche
被引用：20
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DWPIタイトル：
アプリケーションプログラムインターフェイスを介してスマート環境デバイスを使用するシステム。照明装置の複数の機能を検出し、ア
プリケーションプログラミングインターフェイスにメッセージを提供するように構成されたプロセッサを備えています。

DWPIタイトル：
B型肝炎ウイルス感染の治療または予防に有用な新しい置換6、7-ジヒドロ-4H-ピラゾロ（1、5-a）ピラジン-5-カルボン酸アミド
化合物



 スコアの単位：各公報レコードに付けられている。１つの出願の公開特許と登録特許のスコアは同じケースが多い。

 US公開とUS登録のスコアはほぼ同じ

 CN公開とCN登録のスコアはほぼ同じ

 JP公開とJP登録のスコアはほぼ同じ

 EPでは種別が異なるとスコアが異なるケースがある。（EP登録はEP公開より高いことがある）

WOでは種別が異なるとスコアが異なるケースがある。（A2はA3より高い、A1はA4より高い）

 スコアの傾向

技術分野毎：スコアの高い技術分野、スコアの低い技術分野がある。

国毎：スコアの高い国（US)、スコアの低い国がある。

 スコアの付与タイミング：特許発行機関からデータを受け取り後、1週間

 スコアの更新タイミング：毎週

活用のポイント
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 スクリーニングの優先順位付けに利用

国別の場合は出願番号で折りたたむ⇒優先文書（最初または最新のドキュメントを選択）のスコアをExcel・CSV形式でエクスポート⇒
Excel上でスコアの高い順にソート

 ファミリー単位の場合は優先文書を「特許機関と種別で整理」で国の優先順位を設定し折りたたむ⇒優先文書のスコアをExcel・CSV形
式でエクスポート⇒Excel上でスコアの高い順にソート

分析目的で利用

国別分析：出願番号で折りたたむ⇒優先文書（最初または最新のドキュメントを選択）のスコアをExcel・CSV・DDA形式などでエクス
ポート⇒分析へ

グローバル分析：ファミリーまたは出願番号で折りたたみ⇒優先文書のスコアをExcel・CSV・DDA形式などでエクスポート
⇒ThemeScape、DDA分析

弊社サービスチームのDerwent Strength Indexとの違い

アルゴリズム

更新され、最新のスコアを利用可能

 タイムリーに利用可能

簡易分析

活用のポイント
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Excel/CSVにエクスポートし、登録の可能性の高
い順に並び替え、調査対象の技術分野の中で重
要な特許順にスクリーニング

1. FTO調査のために各国特許を検索
2. 検索後、各スコアをExcel形式またはCSV形式でエクスポート
3. Excel上でスコアの高い順にソート（Excel上で数値変換が必要場合あり）

イベント予測・価値指標の活用：調査対象特許の優先順位付け



例：自動運転自動車分野のプレーヤーのランキング
1. Derwent Innovationで母集合を検索し、DDAフォーマットでエクスポート
2. DDAへインポート後、統計機能

価値指標の活用：データをDDAで分析

13

合計 平均 最小値 中央値最大値

自動運転自動車分野の影響度別出願人ランキング

ZOOX社やSTATE FARM社はファミリ件
数は多くないが、影響度は高い。

技術分野での重要度別ランキング

DWPIファミリ



例： Waymo社の発明者のランキング
1. Derwent Innovationで母集合を検索し、DDAフォーマットでエクスポート
2. DDAへインポート後、統計機能

価値指標の活用：データをDDAで分析
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合計 平均 最小値 中央値最大値

Waymo社の影響度別発明者ランキング
技術分野での重要度別ランキング

DWPIファミリ



例：自動運転自動車分野の技術マップ（DWPI新規性）
1. Derwent Innovationで母集合を検索し、CSV形式でエクスポート
2. CSVファイルでスコアの高い特許にフィルターを掛け、公報番号をThemeScapeマップ内で検索

価値指標の活用：ThemeScapeマップに活用

赤い特許はスコアの高い特許：
技術分野での重要度20以上でフィルタ
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赤い特許が集まっている山は
重要度の高い特許群



強化１：ダイジェストメール配信

監視レコードの機能強化
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強化２：特許のレコードの8種類の法的コードグループ（カテゴリー）に分け
て監視できます。

強化３：新規イベントとして「登録」されたことを監視できます。

法的コードグループ：
延長/調整、異議申立/審査、分類の変更、失効/期限切れ、取り下げ/放棄、訂正、
新しい所有者、その他
※ 「法的状況の変更」を設定済みの既存監視レコードはこれらのカテゴリーすべてを
対象にしています。

配信メールの強化：
重要な変更を見つけやすくするために、１日1通の包括的なダイジェ
ストメール配信に切り替わりました。過去1日に変更があった特許とそ
の特許で発生した変更イベントの詳細をリスト化にしたメールを1日1
回配信します。 ※文献レコード、日本特許(日本語)レコードも1日
1回配信）
過去1日に変更があった特許とその特許で発生した変更イベントの
詳細をリスト化し、分かり易くなりました。

機能強化の背景:
監視対象の特許の増加に伴い、配信される大量のメールの管理が煩雑になっていたり、法的状況の内容を確認する作業に
時間が掛かるといったフィードバックを多くのお客様から頂いて参りました。そこで機能を強化いたしました。



強化４：監視レコードフォルダにアクティビティフィード（フォルダ）の導入：メール配信だけでなく、監視対象のレコードのうち、変化があったものを確認できます。

監視レコードの機能強化
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エクスポートも可能です。

強化５：監視登録済みを識別するアイコンの表示

イベントが更
新された日

変更されたイ
ベント

アクセス方法：保存データ⇒監視レコード

「カラムの管理」で表示設定

検索結果
レコード表示



今後の強化予定 • 公報全文（フルテキスト）の収録拡張（6月）
• Derwent InnovationとDarts-IPの連携（6月）
• その他
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© 2020 Clarivate. All rights reserved. Republication or redistribution of Clarivate content, including by framing or similar means, is prohibited without the prior 
written consent of Clarivate. Clarivate and its logo, as well as all other trademarks used herein are trademarks of their respective owners and used under license.
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サービス全般に関するお問い合わせ
Tel:03-4589-3101
Fax:03-4589-3240 

〒107-6119 東京都港区赤坂5丁目2番20号
赤坂パークビル19階

カスタマーサービス（ヘルプデスク）
Tel (フリーコール)：0800-170-5577
Tel：03-4589-3107
Email: ts.support.jp@clarivate.com

サービス時間：月ー金（祝祭日を除く）
午前9時30分～午後5時30分

mailto:ts.support.jp@clarivate.com
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